
2%

2%

2%

1%

2%

2%

8%

10%

12%

10%

20%

19%

24%

27%

31%

40%

34%

37%

37%

37%

38%

30%

29%

29%

27%

22%

14%

17%

13%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自転車の安全・快適

歩行者の安全・快適

市内の道路の渋滞・混雑

災害に強い道路整備

道路の補修状況

浜松市内の道路全般

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

• 自転車通行環境や歩行環境、道路の補修状況等、身近な生活道路に関する意見が上位に位置しています。
• 道路の「渋滞」についで、「災害」に関する満足度が低い状況です。
• 問題のある路線として、南北交通軸を担う国道257号、国道152号の「渋滞」に関する意見が多く寄せられました。

◆現状の道路整備に対する満足度

■市民アンケートの概要
・対象：18歳以上の3,000人（無作為抽出） ・実施：平成27年9月（郵送配布・郵送回収） ・有効回答数：1,128人

＜市内の道路状況に関するもので、不満⾜の割合が多い上位５項⽬＞

0 50 100 150 200

国道257号

国道152号

国道362号

浜松環状線

雄踏街道(浜松雄踏線)

国道150号

国道1号

六間道路（植松和地線）

住吉バイパス（中野町三方原線）

渋滞する

道路が狭い

カーブや急な坂がある

歩道がない。歩道が狭い。

道路や橋の老朽化が不安

その他

無回答

（人）

＜問題のある路線として意⾒が多かった上位10路線＞

自転車通行環境（安全・快適）

歩行環境（安全・快適）

N=1,128⼈

N=1,128⼈

４．市民ニーズ
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新設、拡幅等（つかい・つくり）
例        整備 ⾞道 歩道 拡幅
等 実施  道路 使     向上    
と。

701

623

485

398

384

0 200 400 600 800

走行や歩行の安全性・快適性の維持

地震や豪雨等の災害時の通行機能の確保

路面の異常・障害に起因する事故の防止

沿道環境、見通し等の維持・改善

橋やトンネル、斜面等の損傷等に

起因する事故の防止

（道路パトロール、舗装の穴埋め、 落下物処理など）

（雑草の処理、街路樹の手入れ、道路・排水溝清掃など）

（橋の耐震補強、斜面の防災対策、冠水危険箇所の対策など）

(人)

526

504

486

403

374

0 200 400 600 800

渋滞のない道路の整備

歩行者が安全・快適に通行できる整備

災害に強い道路の整備

自転車が安全・快適に走行できる整備

生活道路（自宅周辺の道路）の整備

(人)

（右折レーン設置、道路拡幅、バイパス整備など）

（歩道の設置・拡幅、無電柱化、バリアフリー対策など）

（大雨や地震時に通行止めにならない道路整備など）

（自転車走行レーンや自転車道の設置など）

（自宅近辺の道路の整備、自動車速度の抑制など）

• これからの道路整備の方向性として、“つかい・つくり”よりも“まもる”を重視すべきとの意見がやや多くみられます。
• 新設、拡幅等の面では、渋滞のない道路や、歩行者や自転車が安全・快適に通行できる道路が求められています。
• 維持管理、更新面では、走行や歩行の安全性・快適性の維持や路面の異常・障害に起因する事故の防止等、身近な

道路の維持管理が求められています。

◆これからの道路整備の方向性について

＜これからの道路整備の⽅向性について、重視すべきと思うもの＞

新設・拡幅等
（つかい・つくり）

27％

維持管理・更新等
（まもる）
35％

両⽅
32％

わからない 7％

維持管理 更新等（まもる）
例   ⽼朽化  橋     等 計画
的な点検・修繕・架替、舗装の⽳埋め、街
路樹 ⼿⼊ 等 実施  道路 常 良
好・安全な状態に保つこと。

＜維持管理、更新等（まもる）で求めるもの上位5項⽬＞

＜新設、拡幅等（つかい・つくり）で求めるもの上位5項⽬＞

N=1,016⼈

N=1,128⼈

N=1,128⼈

（道路側溝のふた掛け、照明施設や
カーブミラー、防護柵等の設置・修繕等）

（橋やトンネル、斜面等の計画的な点検・修繕、
老朽化が著しい橋の架替等）

47％

45％

43％

36％

33％

62％

55％

43％

35％

34％

４．市民ニーズ
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